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－基礎演習1
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(1)a-b、a÷b

(2)3-4＝-1　よって自然数ではない

   3÷4＝－　よって自然数ではない

(3)a÷b

(4)-5÷2＝-－　よって整数ではない

(5)a＋b

(6)-2-(-3)＝1　よって正の整数である

　-2×(-3)＝6　よって正の整数である

　-2÷(-3)＝－　よって正の整数である

3
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2
3

5
2

(1) 負

(2) マイナス

(3)0

(4) 自然数

(5)-3

(6)-5.4

(7)-1、-5

(8)①-6

　 ②-4.5

　 ③-3

　 ④-0.5

　 ⑤2

(1)-30 分

(2)-300 円高い

(3)Ｂ　13 秒

(4) 左から -3、+1、-2、+12

－基礎演習2

－基礎演習3

(1)①4　②3.5　③0　④－

(2)-3、-2、-1、0、1、2、3

(3)＞、＜、＞

(4)-2.5、-2、-－、-－、0、0.05、－

－基礎演習4

（1）4

（2）8

（3）13

（4）54

1
5

12

22

1

9

(1)-42

(2)－

(3)21.1

(4)-10.2

(5)－

(6)35

(7)12.5

(8)-－

－基礎演習5
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1
4

9

（1）15

（2）－

（3）-120

（4）-5

（5）6

（6）-－

（7）5、5、25

（8）3、3、3、27

（9）2、2、2、2、16

（10）2、2、2、2、-16

－基礎演習6

（5）12

（6）10

（7）-6

（8）8

（9）22

（10）-3

（11）11

（12）2

（13）14

（14）-4

（15）10

（16）4

－基礎演習7

（1）○○○△

 　△△△△

（2）9.2

－基礎演習8

－基礎演習9

(1)5a

(2)-3b

(3)7ab

(4)-4ab

(5)a3

(6)2ab2

(7)8a-5

a
3
5
x

x-y
3

または
x
3
-
y
3

(8)3a+2b

(9)6a-6b

(10)8a-10

(11)－

(12)－

(13)

(14)

－基礎演習10

(1)12

(2)0

(3)8

(4)2

(5)-10

(6)21

(7)-18

(8)11

(9)2

(10)-１.7

(1)8a円

(2)16x円

(3)(5a+b) 円

(4)(1000-7a) 円

(5)0.7x円

(6)(1000a-b)g

(7)6x km

(1)x=4

(2)x=1

(3)x=2

(4)x=1

-4x+5
3

25x+39
12

-x+5
6

x+1
6

(8) 時速　km

（9)    時間

(10)4a cm

(11)   ah cm2   

(12)a2 cm2

(13)   a人または 0.06a人

(14)10a+b

a
3

120
a

1
2

3
50

(1)　=3b+5

(2)x-4=y+4

(3)2000-4x=y

(4)2.85x=y　または

(5)x-8y=3

(6)

(7)4x=5y+2000

x+y+z+85
4

=92

(8)x-8＞  x

（9)120＜5x

(10)x-4y＜3

(11)3x+150y＜1000

(12)20x+35y+50＜1000

(13)50＜xy

(14)
7
1212-　x=y

－基礎演習11

(1)5x+5

(2)10x+3

(3)6x-6

(4)-x

(5)-6

(6)2x+3

(7)-3x

(8)5x+2

－基礎演習12

(1)-x-2

(2)9x-7

(3)

(4)

(5)

(6)

－基礎演習13

－基礎演習14

－基礎演習15

(5)x=-2

(6)x=5

(7)x=2

(8)x=-1

(1)x=4

(2)x=5

(3)x=

(4)x=-5

(5)x=2

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)9.6 （　 ）

3
2
3
4

1
3

2
3
5
3

(1)x=1.5

(2)x=2

(3)x=

(4)x=

(5)x=

(6)x=60
8
3

9
2
15
2

(1)14

(2)32

(3)-1.12

(4)19
3

71
29

11
4

(6)x=

(7)x=5

(8)x=2

（9)x=

(10)x=5

2
7

－基礎演習16

－基礎演習17

－基礎演習18

－基礎演習19
b
2

a+

1
2

Ａ：Ｂの比の値＝　 ＝Ａ÷Ｂ
Ａ
Ｂ

48
5

Ａ：Ｂ＝Ｃ：Ｄのとき

ＡＤ＝ＢＣ、　　　　、＝
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

＝
Ａ
Ｃ

Ｂ
Ｄ

代入する際は（ ）をつけること。

（10）＝0.5(2)＋0.9(-3)

　　＝1＋(-2.7)

　　＝-1.7

10 と同様に代入する際は（ ）をつけること。

（4）＝18(  )2 -  (  )

 　＝18×　-

   ＝
19
3

2
3

5
2

2
3

4
9

5
3

4a
3

57
20

x=y

3
2(  )

(   )28
25-



－基礎演習20 －基礎演習30

A(３,４)

B(-２,２)

C(２,-４)

D(-４,０)

E(０,-１)

(1)y＝４x

(2)y＝-８x

(3)y＝２x

(4)y＝ 1
12

x

(1)５０円切手４枚　

   ８０円切手４枚

（2）７人 ５０本

（3）８本

－基礎演習21

(1)６４００ｍ

(2)２５００ｍ

(3)４分

－基礎演習22

（1）８

（2）３

（3）１８

(4) １０ｃｍ

－基礎演習23

(1)○

(2)○

(3)×

(4)○

(5)×

－基礎演習24

左から 0 100 200 300 400 500

－基礎演習25

（1）-２＜ｘ＜５　

（2）-４≦ｘ＜６　

－基礎演習26

(1) 表をかいて確かめればよい。

   比例定数は 4

   (xが 1増加すると yは 4増加する )

(2)②④⑥⑦⑧

　y＝axの形で表すことができれば比例である。

－基礎演習27

－基礎演習28

－基礎演習29

(1) 図を参照

(2)Ｑ(-３,-２)

(3)Ｒ(３,２)

(4)Ｓ(３,-２)

・
・

・
・

・

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

（1）

（2）

(1)y=      左から 160 80 40 32 16

(2)y=      左から 100 50 　　 25 20　グラフ略

160
x

5000
x

（1）y=

（2）y=

（3）y=-

（4）(-3,-　 )

24
x
10
x

① y=２x

② y=18x

(1)２００枚

　15 枚で 375g だから、375÷15＝25 より 1枚あたり 25ｇ

　よって 5000÷25＝200　（5kg＝5000g）

(2)①０≦ｘ≦８

　 ②y=６x

　 ③右図 ※ｘ=8 で止めること　

(3)７.５リットル

　30：420＝ｘ：105

　（1）と同じ解き方でもよい。

(4)①y=

   

　 ②３０分

60
x

－基礎演習31

(1) 左から０ ５ １０ １５ ２０　グラフ略

(2) 左から０ ４ ８ １２ １６　グラフ略

－基礎演習32

（1）④

（2）⑥

(3)③

（4）①

－基礎演習33

－基礎演習34

グラフ略

－基礎演習35

－基礎演習36

－基礎演習37

－基礎演習38

図参照

（3）ＤＥではなくＥＤであることに注意。

0-5 5

0-5 5

（1）

（2）

　ｘ 0 1 2 3 4

ｙ

5

0 4 8 12 16 20

0

y

x

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 5

5

-5

-5

0

y

x
5

5

-5

-5

P

Q

R

S

y

x0 5

100

-100

-5

1 目盛にきりの

よい数字を使う

とかきやすい

0

y

x
5

10

20

30

40

ｘの値を定めるとそれに対応して

yの値がただ１つ定まるとき

yはｘの関数であるという。

(2)(3)(5) は関数ではない。

0

y（円）

x（個）5

500

24

100
3

-(1)33

36
x
10
3

（3）

（4）

求める数をｘとすると

（1）50ｘ+80(8－ｘ)＝500

（2）7ｘ+1＝8ｘ－6

（3）44－ｘ＝2(10+ｘ)

※両者が移動した距離は

　同じであることを利用する。

求める数をｘとすると

（1）   ＝   +80

（2）    +15＝

（3）100×6+100ｘ＝250ｘ

x
40

x
80

x
250

x
100

求める数をｘとすると

（1）6ｘ+4＝52

（2）(ｘ－2)×5＝3ｘ－4

（3）(ｘ－2)+(ｘ－1)+ｘ＝51

（4）60＝4ｘ+2ｘ

※値は 3～ 4つ程度かけばよい。



～43－基礎演習39

図省略

－基礎演習44

（1）角の二等分線

①Ａを通りℓに垂直な直線をひく

②直線ＡＢをひく

③線分ＡＢの垂直二等分線をひく

④①③の交点が円Ｏの中心となる

・
ＯＡ

Ｂ

Ｃ
①

②

－基礎演習45

(1)４５°　∠ＯＰＡは 90°なので

（2)１２０°

－基礎演習46

－基礎演習47

(1) 円Ｏの中心を通る直線ＡＣをひき、

   ＯＣを半径、中心をＣとしてＢＤを求める。

(2) 中心Ｏを通る直線をひき、その直線の垂直二等分線をひく。

　　それぞれの直線と円の交点を結ぶと正方形となる。

・
ＯＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ａ

・Ｂ

ℓ

①

②③

④

Ａ

・Ｂ

ℓ

右図でＯＡ＝ＯＢ＝半径

また、ＡＢの垂直二等分線が

円の中心を通ることがわかる

※二等辺三角形の底辺の垂直二等分線は

　頂角を通り二等分する。

Ｏ

Ａ

Ｏ Ｂ

①

②

③

④

コンパスの半径を①のまま変えない方が楽でよい。

（2）直線上の点からの垂線

l
Ｐ①

②③

④

②③のコンパスの半径は①の２倍程度が作図しやすい。

Ａ Ｂ

（3）垂直二等分線 ①

②

①②のコンパスの半径はＡＢの０.７５倍程度が作図しやすい。

（4）直線上にない点からの垂線

③

l

Ｐ

①

②

③

④

（5）

　①

l ・
Ｏ Ｄ

・

① ②Ａ

正三角形を作図すればよい。

作図後、点Ａを記入するのを忘れないこと。

l ・
Ｏ Ｄ

・

① ②
②

③

④

⑤

Ｂ

③図略

(2) の直線上の点からの垂線で

点Ｏを通る垂線をひけばよい。

（6）

①直線ＯＰをひく

②～⑤は (2) の直線上の点からの垂線

Ｐ

Ｏ

①

②

③

④

⑤

※正六角形を作図する方法とほぼ同じ。

Ｏ

△
△○

○

※正方形は対角線が垂直に

　交わることを利用する。

※△ＢＯＣや△ＤＯＣは正三角形なので

∠ＢＯＣ＝∠ＤＯＣ＝60°である。

60°であれば円の中心を 6等分するため

∠ＡＯＢ＝∠ＢＯＤ＝∠ＤＯＡ＝120°



ｒ

－基礎演習48

①弧：２πｃｍ　面積：４πｃｍ
2

②弧：８πｃｍ　面積：２４πｃｍ
2

③４０πｃｍ
2

　中心角を求める必要はない。　　

　または右の公式を使ってもよい。

－基礎演習49

3
5

ｘ
360

3
5

（1）①１５πｃｍ
2

　 ②２１６°

　　　5×2π×ａ＝6πより　ａ＝

　　　     ＝   より　ｘ＝216

（2）①６πｃｍ
2

　 ②１３５°

（4）①９ｃｍ　②１０πｃｍ
　　　　　

　名　前 　面の形 面の数 頂点の数 辺の数

正4面体 4 4

正6面体 6 　

正8面体 　 6

正12面体 　 20 30

正20面体 正三角形 　 　 30

正三角形

正方形

正三角形

正五角形

8

12

20

8

12

6

12

12

－基礎演習50

球の体積　Ｖ＝－πr3
4
3

球の表面積　S＝4πr2

0
130 140 150 160 170

2

4

6

8

10

（2）

（1）

－基礎演習63

（1）上から３ ５ ２ ６ ６ ６ ４ ４ ２ ２

(2) ６５～７０、７０～８５、７５～８０

（3）１６人

（4）１２人　３０％

－基礎演習64

（1）図参照

（2）図参照

（3）０.０８

　　4÷50＝0.08

階級値(ｋｇ)度数(人) 階級値×度数
以上 未満
35 ～ 40 37.5 2 75
40 ～ 45 4
45 ～ 50 8
50 ～ 55 15
55 ～ 60 13
60 ～ 65 6
65 ～ 70 2

50

体重（ｋｇ）

計

42.5
47.5
52.5
57.5
62.5
67.5

170
380
787.5
747.5
375
135
2670

－基礎演習65

（1) 図参照　ｘ以上ｙ未満の階級値＝（ｘ+ｙ）÷２

（2）５３.４kg　　　2670÷50＝53.4

－基礎演習51

（1）辺ＤＣ　ＨＧ　ＥＦ

（2）辺ＡＤ　ＡＥ　ＢＣ　ＢＦ

（3）辺ＤＨ　ＣＧ　ＥＨ　ＦＧ

（4）面ＥＦＧＨ　ＤＨＧＣ

（5）面ＡＥＨＤ　ＢＦＧＣ

－基礎演習52

（1）辺ＤＥ

（2）辺ＡＤ　ＢＥ

（3）辺ＣＦ　ＤＦ　ＥＦ

（4）面ＤＥＦ

－基礎演習53

辺ＯＤ　ＯＣ

－基礎演習54

辺ＣＧ　ＤＧ　ＦＧ　ＤＥ　ＦＥ

－基礎演習55

（1）球

（2）円すい

（3）円柱

－基礎演習56

（1）１４４°、５６πｃｍ
2

（2）２４０°、１６０πｃｍ
2

－基礎演習57

（1）５ｃｍ

（2）１００πｃｍ
2

－基礎演習58

①３６ｃｍ
3
　　表面積８４ｃｍ

2

②８０ｃｍ
3
　　表面積１１２ｃｍ

2

③１６πｃｍ
3
　表面積２４πｃｍ

2

④１２πｃｍ
3
　表面積２４πｃｍ

2

⑤３００ｃｍ
3

⑥１００ｃｍ
3

⑦３６０ｃｍ
3

－基礎演習59

①三角柱

②円柱

③球

－基礎演習60

①体積    πｃｍ
3
　 表面積１００πｃｍ

2

②体積３６πｃｍ
3
　 表面積３６πｃｍ

2

③体積    πｃｍ
3
　 表面積４８πｃｍ

2

500
3

128
3

－基礎演習62

（1）正三角形

（2）長方形

（3）台形    ※詳細は最終ページ

－基礎演習61

①   倍

②等しい

③　 倍

2
3

3
2

－基礎演習66

（1）７３.５点 

　  上から 10 番目が 75、11 番目が 72 のため　（75＋72）÷2＝73.5

（2）７３.４点

　　合計 1468 点　1468÷20＝73.4

－基礎演習67

（1）５ｋｍ　上から 20 番目と 21 番目が 5ｋｍのため

（2）５ｋｍ

（3）４.８ｋｍ

　　距離の合計 192ｋｍを 40 人で割ればよい

（4）中央値と最頻値の５ｋｍ

　　通常は平均値がよく使われるが、この場合、中央値と最頻値が

　　一致しているため 5ｋｍがふさわしいと考える。

－基礎演習68

（1) 小数第２位（0.01ｇの位）

（2) 小数第１位（0.1ｃｍの位）

（3）一の位（1ｋｇの位）　8.5×10
2
＝850

（4）一の位（1ｍの位）　　3.25×10
3
＝3250

－基礎演習69

近似値－真の値で求めるとよい

（1）３５ｇ

（2）-０.００２

（3）   　（０.０２５）

（4）０.００３７

－基礎演習70

（1）１７.５≦ｘ＜１８.５

（2）３６.１５≦ｙ＜３６.２５

１
４０

－基礎演習71

（1)④

（3）②

（5）①

（7）④

（9）例：150ｃｍ未満の人と、160ｃｍ以上の人に二分される。

　　特徴をとらえた解答が望ましい。

おうぎ形の弧の長さ (ℓ)＝2πr×

おうぎ形の面積 (Ｓ)　＝πr2×

おうぎ形の面積 (Ｓ)　＝　　ℓr

中心角

360

中心角

360

ｘ
360

＝ａとおくと計算がしやすい

（3）①４πｃｍ

　 ②２４πｃｍ
2

（5）３０°

ｘ
360

5
8

＝　　を求めるとよい。

１
２

１
２×10π×8＝40π

円すいの表面積＝（a +ｒ）ｒπ

円すいの側面積＝aｒπ a

＝
中心角

360
ｒ

a

ｒ

a
中心角

＝
120
360

5
15

32.5863 を小数第三位で四捨五入するから

32.5863→32.59
9

32.59-32.5863＝0.0037

（4）

17.5≦ｘ≦18.4 としてしまうと 18.45 や 18.49

など 18.4 より大きい数字が出てしまう。

（2）⑤

（4）③

（6）⑥

（8）⑥



－実力錬成12－実力錬成1

点Ａから直線ｍに向けて垂線を引く

垂線と直線ｍの交点が円の中心Ｏである。

※確かめ：ＯからＡＯを半径にして

円を作図するとよい。

８ １

－７

－３ ３

－２ ４ ５

２ ０

-1 -6

-5

7

-4 6

-２ｘ+２
１５

c
３

１
３

ｘ-ｙ
３ ＝０.７

－実力錬成2

１５点、１１点、７点、３点、-１点、-５点

5勝の場合、4勝 1敗の場合・・・のように全て書いて確かめるとよい。

－実力錬成3

（1）６８点

（2）８２点

（3）８０.４点

－実力錬成4

（1）１３ｘ-４

（2）１０ｘ+１６

（3）

（4）１８ｘ+２８

－実力錬成5

（1）５a,-２b,

（2）５,-２,

－実力錬成6

（1）

（2）①０.７ｘ-１００　

　 ②３.５(０.７ｘ-１００)+０.７ｘ-１００　※5個目から 3割引ではないので注意

　　　５(０.７ｘ-１００)×０.７+０.７ｘ-１００

　　　から×を使わない形に変形しておくこと。

－実力錬成7

（1）４％の食塩水の量をｘｇとおく。

　　０.０４x+０.１７(７８-x) ＝０.１×７８　より、ｘ＝４２

　　４％の食塩水４２ｇ，１７％の食塩水３６ｇ

（2）真ん中の数をｘとおく。

　　(ｘ-1)+ｘ+(ｘ+1)＝２ｘ+８４　より、ｘ＝８４

　　８３、８４、８５

（3）チームの数をｘとおく。

　　(３ｘ+１)+(６ｘ+３)=９４　より、ｘ＝１０

　　男子３１人、女子６３人

（4）全校生徒をｘ人とおく。

　　　ｘ×８+　ｘ×３＝４ｘ+６４　より、ｘ＝９６

　　全校生徒９６人、じゃがいも４４８個

（5）①６時１１分３０秒

　 ②ｘ＝３８４

－実力錬成8

－実力錬成9

（1）１２     （2）（-２、-６）

（3）１２個　※マイナス側を数え忘れて 6個としないよう注意。

－実力錬成10

（1）８

（2）２

（3）１５

－実力錬成11

ＡＯを△ＡＯＰの底辺と考えると

点Ｐのｘ座標が高さになる。

Ａ

ℓ

m
Ｏ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｐ

－実力錬成13

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｐ

－実力錬成14

図略、Ｏからℓに垂線をおろし交点をＰとする

ＯＰを半径とすればよい。

－実力錬成15

ＡＰの垂直二等分線を作図すればよい。

－実力錬成16

（1）

－実力錬成17

図略　∠Ａ、∠Ｂ、∠Ｃいずれか 2角からの

角の二等分線の交点を求めればよい。

8+(-2)+(-7)+3=2

より、和が 2になるよう数字を

入れればよい。

各教科の点数を求めるより、目標点に対する差のみを

計算する方がミスがなくてよい。

（3）（-12）+2+16+4+（-8）＝2　2÷5＝0.4

Ｏ

y

x

Ａ

Ｂ

8

4

1

2

①

②

③

（3）

△①＝4　△②＝4　

△③＝9

32-(4+4+9)＝15

Ｂ Ｃ

Ａ

（2）
Ｄ

１
３

２
３

（６、４）　 12×ｘ÷2＝36

　　　 ｘ＝6

（1）１２

（2）４

（3）６個

（4）１２

（5）１２

（5）理由

グラフ上の点を (t,　) とすると、

求める面積はｔ×　となり

常に 12 になるから。

12
t

12
t



－実力錬成23

－実力錬成19

４２πｃｍ3

Ａ

Ｂ

ℓ

Ｐ

６回転

12cm

ｘcm

10πcm

6πcm

中心角

29
2

33
5

2π(ｘ+12)a=10π

2π×ｘ×a=6π

=

ｘ=18

a=
10π

2π(ｘ+12)

a=
6π
2πｘ

6π
2πｘ

10π
2π(ｘ+12)

a=
1
6

点Ｂからℓへ垂線をおろし

ＡＢの垂直二等分線との交点が点Ｐである。

－実力錬成20

（1）７０ｃｍ2

（2）６４ｃｍ2

（3）９πｃｍ2

（4）５πｃｍ2

（5）   πｃｍ2

    (１４.５πｃｍ2) 

（6）２５π-５０ｃｍ2

（7）   πｃｍ2

    (６.６πｃｍ2)

（8）７πｃｍ2

（9）８π-１６ｃｍ2

2cm

2cm

(9)
このように分けて考えると

暗い部分の面積は

中心角90°の扇形 － 1辺が2cmの直角二等辺三角形

であることが分かる。

よって、2×2×π×  -2×2×　＝π-2

したがって(π-2)×8

1
4

－実力錬成21

（1）４９０ｃｍ3

（2）エ

　　頂点Ｅに注目して考える

－実力錬成22

グラスが 1回転してできる 1つのおうぎ形を考える。

その円の半径を求めるには図のように

内側の円の半径をｘと置き、中心角に関する

一次方程式を作ればよい。

ＢからＡＤに垂線を引き

円柱と三角すいにわけて計算すればよい

－実力錬成18

ＡＢ、ＢＣ、ＣＡいずれか 2辺の

垂直二等分線の交点を円の中心とすればよい。
Ａ

Ｃ Ｂ
Ｏ

1
2

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

ア イ ウ エ

Ｅ Ｅ

360
中心角

=
1
6

中心角=60°

よって6回転すれば1周する。

－実力錬成25

６ｃｍ

側面のみ展開し、ＡＢＣＤを平面だと考えると

ＡＢＣＤはひし形である。ＡＱ＝ＰＤ＝2ｃｍ

よってＡＱＰＤは平行四辺形となりＡＤ＝ＱＰ＝6ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｐ
Ｑ

－実力錬成26

（1）１３２πｃｍ2

（2）２４０πｃｍ3
（1）円錐の側面積＝10×6×π＝60π

　　半球の表面積＝4×6×6×π÷2＝72π

７
５

－実力錬成31

　　倍（１.４倍） 大きい方 (上部 )の体積は 140ｃｍ3

小さい方 (下部 )の体積は 100ｃｍ3

（ＢＱ+ＡＰ）と（ＲＧ+ＳＨ）の値を比べるだけでも良い。

360
中心角

＝aとおくと

グラスが転がって

できた面積

－実力錬成27

Ａを含む側：１２４ｃｍ3

Ｃを含む側：２０ｃｍ3
ＢＣＥを底面、ＣＧを高さと考え、Ｃを含む側を先に求める。

△ＢＣＥ＝3×8×　＝12

三角錐Ｇ-ＢＣＥの体積＝12×5×　＝20

1
2

1
3

－実力錬成28

Ａを含む側：６０ｃｍ3

Ｆを含む側：８４ｃｍ3
ＣＧＤＦを底面、ＥＤを高さとする四角すいの

体積を先に求めればよい。

ＣＧＤＦは台形なので、ＣＧＤＦ＝（6＋8)×6×　＝42

よって四角錐Ｅ-ＣＧＤＦの体積＝42×6×　＝84

1
2

1
3

－実力錬成29

（1）３２４＋１８πｃｍ3

（2）２８８＋９πｃｍ2

（2）正四角柱上面の面積に注意。

　　暗い部分の面積を求める。

　　6×6-3×3×π＝36-9π

側面積＝6×9×4

　　　＝216

底面積＝36

半球の面積＝4×3×3×π×

　　　　　＝18π

1
2

１
８

－実力錬成30

　　倍 ＨＡＢＯの体積を求める必要はない。

底面ＡＢＯは四角すいの底面ＡＢＣＤの面積の　倍

また高さが　倍であることに注目すればよい。

計算によって求める場合はＯからＡＢに垂線を引くと

長さが 3ｃｍであることを利用すればよい。

1
2

1
4

Ａ

Ｂ

Ｅ Ｆ

ＣＡ

－実力錬成24

点Ａの位置に注意すること。

→



－応用演習33

（1）度数：上から２ ７ ２ １

　　相対度数：上から０.２５ １

（2）１４人

（3）１５.７ｍ　各階級値を利用して求めること。

100
3

(　　)

－応用演習34

（1）階級値：上から 27.5 32.5 37.5 42.5 47.5 52.5

　　階級値×度数：上から 165 292.5 187.5 127.5 95 

                 　 52.5 1000

（2）３３.３ 

（3）３０ｋｇ以上～３５ｋｇ未満　

　　１５番目と１６番目を探せばよい。

（4）５６.７％

度数（人）相対度数
以上 未満
10 ～ 12 0.1
12 ～ 14 3 0.15
14 ～ 16 5
16 ～ 18 0.35
18 ～ 20 0.1
20 ～ 22 0.05

20計

階級（ｍ）

2

7
2
1

0.25

1

｝（2）

度数(人)
以上 未満
15 ～ 20
20 ～ 25
25 ～ 30
30 ～ 35
35 ～ 40
40 ～ 45
45 ～ 50
50 ～ 55

2
2
6
9
5
3
2
1
30

階級（ｋｇ）

計

階級値(ｋｇ)

17.5
22.5
27.5
32.5
37.5
42.5
47.5
52.5

階級値×度数

35
45
165
292.5
187.5
127.5
95
52.5
1000

－応用演習35

①⑤

①：平均が 47.5 回と小数を含んでいるため必ず片方は平均以上である。

②③④：変わらないとは言い切れない。

⑤：そうでなければ平均値が変わってしまうから。

正確に求めれば 8.2875 秒だが、

ここは各階級値を利用して求める。

－応用演習32

（1）上から３ ３ ５ １ ２ ２

（2）２５％

（3）約８.３秒

タイム（秒） 度数（人）階級値 階級値×度数
7.0～7.5 3 7.25 21.75
7.5～8.0 3 7.75 23.25
8.0～8.5 5 8.25 41.25
8.5～9.0 1 8.75 8.75
9.0～9.5 2 9.25 18.5
9.5～10.0 2 9.75 19.5
計 16 133

(1)正三角形 

・

・

・

Ａ

Ｂ

Ｃ

・

・

・

(2)長方形 

Ａ

Ｂ

Ｃ

・

・

・
(3)台形 

Ａ

Ｂ

Ｃ

－基礎演習62 補足

2019/8/21　改訂
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